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１．研究のねらい 

• 平成19年度から特別支援教育が開始 

• 特別支援学校、特別支援学級での支援体制
は整備されているが、通常学級は整備途上 

 

• 通常学級に在籍する境界領域の発達障害児
を支援する教科書や教材デザインを検討 

• 物語の登場人物の感情を可視化して，人物
の感情理解を促す国語教科書を提案 
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発達障害児の事例 



発達障害児の事例 

○小学3年生の1，2学期の課題 

• 「抽象概念を問う問題」が解けない 

• 「相手の気持ちを問う問題」が解けない 

 

• 広汎性発達障害児の症状のひとつ 

• 先天的に文章読解能力が不足している 
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表現手法の考え方 

• 感情や抽象概念の理解を促す表現手法 
 － 「幸せ」とは？「退屈」とは？「死」とは？ 

• 他人の感情を心から理解できるか疑問 

• 他人の感情を頭で理解することは可能 
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感情の理解促進 

• 他人の感情を心で理解できない 

 → 感情に関連するものを想起させる 

 → 他者の心境を擬似的に理解させる 

• 感情や抽象概念を視覚情報で表現 
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２．デザインの検討 
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図1. 第一次制作 
Fig.1 The first digital language material 



２．１ 国語教材の仕様 

• デジタル国語教材（絵本） をFlashで制作 

• 「国語」授業での読解教育を優先するため、
初期状態では文章のみ表示 

• 読解が難しい文章は青字をクリックすると、
文章がイラスト表示されて状況理解を支援 

9 



２．２ 一次制作 

• 通常学級に在籍する広汎性発達障害児A
を対象に制作 

 - 「国語」の授業では 

• 文中に答えが見つかる設問は解答可能 

• 相手の立場・気持ちを問う設問は解答困難 

 → 小5国語で学ぶ「あめ玉（新美南吉作）」

のデジタル国語教材を制作 
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一次制作教材の評価 

• 11歳2ヶ月（小5)時に児童Aの部屋で実施 

 （10歳8ヶ月時に小学校で学習済） 

• 児童Aが常用する19インチ画面PCを使用 

• イラストを全て表示して一読した後、市販
ワークの解答に取り組んだ 

• 「教科書よりソフトの方が、絵があるので分
かりやすい」 

• 人物の感情を推測する設問は解答できた 

11 



２．３ 二次制作 

 児童Aが通った小学校校長のアドバイス 

• 机の大きさ（450mm×650mm）とコンセント数
の制約から、タブレットPCしか使えない 

• イラスト表示方法や文字サイズは問題ない 

• タッチパネル操作でも抵抗なく使える 

 → 小4国語で学ぶ「ごんぎつね（新美南吉）」

のデジタル国語教材の試作 
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図2. 第二次制作教材 

Fig.2 The second digital language material 



二次制作教材の評価 

• 12歳2ヶ月(小6)時に児童Aの部屋で実施 

 （10歳5ヶ月時に小学校で学習済） 

• 9.4インチ画面のタブレットPCを使用 

• 教材を読みながら、「ごんぎつね（4 - 6章）」
テストを鉛筆で解答（所要時間：約20分） 
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評価結果 

• 必要に応じてページの前後操作やイラスト
表示を行いながら、解答を記入した 

• 「使いやすかったし、楽しく勉強できた」 

• 「イラストがあって良かった」 

• 「タッチ操作は問題なかったけど時間がか
かった」 

• 人物の感情を推測する設問は解答できた 

• 学校テストと市販テストが異なるため、比較
評価は難しいが、有効性は示唆された 
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３．被験者実験 

○他の障害児への本教材の有効性確認 

• 発達障害は症状の差が大きく、知的障害を伴
うこともあるので、児童Aに似た症状で同年齢
の被験者を集めることは極めて困難 

 → 教材を解答する学力があると推定される
10～15歳の小中学校の通常学級と特別支援
学級の発達障害児童生徒11名に協力を依頼 
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• 小学生はタブレットPCの操作を学んでいない 

 → 自宅にパソコンがある児童生徒に限定 

• 初めての場所が苦手な障害児には、大学で
の実験が難しい 

 → 2013年10月～11月に被験者宅で実験 

• 児童の被験者実験（7～14歳）では、解答に
集中できる時間は15分が限界 

 → 15分程度で解答できる「あめ玉」を再利用 
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図4. 被験者実験用教材 

Fig.4 The testing material for subjects 

「縦書き表記」 
「教科書用フォント」に改良 
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使用教材 
（転用承諾済） 



試験問題の検討 

• 設問が「３行目の…」のように、市販教材の文
章と対応しており、試作教材の文章行と対応
していない 

 → パソコン画面を見ながら解答できるよう、
市販教材フォーマットを改編 

 → 設問は文章の行指定の代わり、矢印で画
面の行指定を行うよう変更 
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図5. 試験問題の解答例 

Fig.5 Example answers of exam questions 



４．結果と考察 

• 被験者11名中9名が全問正解 

• 概ね登場人物の感情理解はできていた 

• 設問が易しすぎた可能性は否定できない 

• 特別支援学級の児童生徒も含まれるため、
不適切な難易度ではないと思う 
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表1. 被験者と採点結果 

Table.1 Scoring results of all subjects 



正答率が高い原因 

• イラスト表示による文章読解の支援効果が
あったと示唆される 

• どの文章について解答すべきか、設問を矢印
で指示したので、設問の意味が分かりやすい 

• 知的成長により、登場人物の感情が心情的
に理解できなくても、理屈で推察できる 

• 人物の感情が理解できる被験者が多い 
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５．今後の展開 

• 以下の形式で発信・普及活動に努める 

(1) 本学公式サイトからインターネットで、制作し
たデジタル教材のソフトウエアを配布 

(2) 絵本展示会や福祉機器展など各種展示会
出展による広報活動を継続 
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